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聖霊降臨節第 2 主日／三位一体主日／聖餐式／奉献演奏 
        No. 23 

 

主日礼拝   
 

前奏 「来たりたまえ、創造者なる神、聖霊よ」 

                              (J.S.バッハ) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

招詞  

「その後 

わたしはすべての人にわが霊を注ぐ。 

あなたたちの息子や娘は預言し 

老人は夢を見、若者は幻を見る。」  (ヨエル書 3：1) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 

 
 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。 

我はその独
ひと

り子、我らの主イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処女
お と め

マリアより生まれ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬られ、陰府
よ み

にくだり、三日目に死人

のうちよりよみがへり、天に昇り、全能の父なる神の右

に坐
ざ

したまへり、かしこより来たりて、生ける者と死ね

る者とを審きたまはん。 

我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交はり、 

罪の赦し、身体のよみがえり、永遠
とこしえ

の命を信ず。 

アーメン 
 

祈祷 

献金  

主の祈り  

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 
 

聖書 使徒言行録 2:22～36 新約(新共同訳)P215～P216 
 

22 イスラエルの人たち、これから話すことを聞いて

ください。ナザレの人イエスこそ、神から遣わされた

方です。神は、イエスを通してあなたがたの間で行わ

れた奇跡と、不思議な業と、しるしとによって、その

ことをあなたがたに証明なさいました。あなたがた自

身が既に知っているとおりです。23 このイエスを神

は、お定めになった計画により、あらかじめご存じの

うえで、あなたがたに引き渡されたのですが、あなた

がたは律法を知らない者たちの手を借りて、十字架に

つけて殺してしまったのです。24 しかし、神はこのイ

エスを死の苦しみから解放して、復活させられました。

イエスが死に支配されたままでおられるなどという

ことは、ありえなかったからです。25 ダビデは、イエ

スについてこう言っています。 

『わたしは、いつも目の前に主を見ていた。 

主がわたしの右におられるので、 

わたしは決して動揺しない。 

26 だから、わたしの心は楽しみ、 

舌は喜びたたえる。 

体も希望のうちに生きるであろう。 

27 あなたは、わたしの魂を陰府に捨てておかず、 

あなたの聖なる者を 

朽ち果てるままにしておかれない。 

28 あなたは、命に至る道をわたしに示し、 

御前にいるわたしを喜びで満たしてくださる。』 

29 兄弟たち、先祖ダビデについては、彼は死んで葬ら

れ、その墓は今でもわたしたちのところにあると、は

っきり言えます。30 ダビデは預言者だったので、彼か

ら生まれる子孫の一人をその王座に着かせると、神が

はっきり誓ってくださったことを知っていました。 

31 そして、キリストの復活について前もって知り、 

『彼は陰府に捨てておかれず、 

その体は朽ち果てることがない』 

と語りました。32 神はこのイエスを復活させられた

のです。わたしたちは皆、そのことの証人です。33 そ

れで、イエスは神の右に上げられ、約束された聖霊を

御父から受けて注いでくださいました。あなたがたは、

今このことを見聞きしているのです。34 ダビデは天

に昇りませんでしたが、彼自身こう言っています。 

『主は、わたしの主にお告げになった。 

「わたしの右の座に着け。 



35 わたしがあなたの敵を 

あなたの足台とするときまで。」』 

36 だから、イスラエルの全家は、はっきり知らなくて

はなりません。あなたがたが十字架につけて殺したイ

エスを、神は主とし、またメシアとなさったのです。」 
 

賛美 351「聖なる聖なる」 

 

 

 

説教 「教会は何を伝えるの」 
 

奉献演奏 ﾒｿﾞ・ｿﾌﾟﾗﾉ：小山 由美さん 

賛美 讃美歌第二編 195｢キリストにはかえられません｣ 

 
 

聖餐式  

 

賛美 81-1「主の食卓を囲み」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

賛美 543「キリストの前に」 

 
 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 
 

後奏 「プレリュードニ長調」 

(D.ブクステフーデ) 
 

司 式 光成 由樹 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 

   小山 由美さんﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ    

 ﾄﾞｲﾂ・ﾏﾝﾊｲﾑ国立音楽大学声楽科講師。東京芸術大学大学院

修了後渡独。ｼｭﾄｩｯﾄｶﾞﾙﾄ音楽演劇大学に学ぶ。 

1999 年ﾛｰﾏ歌劇場でｼﾉｰﾎﾟﾘ指揮《ﾜﾙｷｭｰﾚ》出演後 2000 年

ﾊﾞｲﾛｲﾄ音楽祭にﾃﾞﾋﾞｭｰ、5 年連続出演、ﾜｰｸﾞﾅｰ歌手として活

躍する。ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶの名だたるｵﾍﾟﾗ劇場で活躍するととも

に、二期会や新国立歌劇場等の国内におけるｵﾍﾟﾗ公演にも出

演。第 40 回ｻﾝﾄﾘｰ音楽賞、第 4 回ﾛｼｱ歌曲賞受賞。 
 


